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Summary

Blackpigmentproducedundercrowdedrearing

ofthearmyworm,Leucam'asebaratawasisolated

from thelarvalintegument,andsomechemical

andspectralpropertiesoftheblackpigmentwere

examinedin ord erto ch aracterize itschem ical
nature.

Theblackpigmentshowedageneralfeafureof

oxidative polymerization productsofphenols.

Moreovertwodegradationproductsoftheblack

pigmentbyalkalifusionwereisolatedbypaper

chromatographicmethod.The'sewereidentified

as5,6-dihydroxyindoleand5,6-dihydroxyindole-

2-CarboxylicacidbycomparingtheirRfvalues,

reactionswithsomereagentsandU.Ⅴ.spectra

withthoseofauthenticsamples.From these

exerimentalresults.itisconcluded thatblack

larvalpigmentproducedundercrowdedrearing

ofthearmyworm isoneofindolemelanin.
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Kikuthrinのエアゾール剤としての通性と実用性の評価のために.0.5m8邪刑法四でイエバエを

使って実験を行なった.対照エアゾール剤として現在実用化されているエアゾール剤に多くみる組

成で phthalthrin+piperonylbutoxideを用いた.

この結果.n-propylisomeを加用した組成で著しい効力の糊姐がみられた. すなわち,速効性 -

が対照エアゾール剤と同等となり,その上さらに致死効力は極めて地力となった.

以上の約朱から.Kikuthrinはエアゾール刑として適性に優れ,和独刑として n-propylisome

の利用で十分実用的効力が期待され得るものと考える.

Kikuthrinは中西,向井,稲桝l)ら(1970)によって

別製された次のような構造式をもつ新規 pyrethroid,

proparthrin,の1% BHT添加品である.

CH3 CH3
＼/
C
/ ＼

lIC-CCH2-く{)?cH;?呂･cH-CH-CH-Cく::;

l1

2-Methyl-5-(2-propynyl)-3lfurylmethyl(±)-cis,

trams-chrysanthemate

また,その殺虫特性については斑に中西,向井,沖

田2)ら(1970)による報告がある.本実験では Kiku-

thrinの aerosolの効力を検討し.2-3の知見を打

たので報LEiする.

典故材料および方法

Ⅰ 火 映材 料

1. 鵬祇紙料

(1)Kikuthrin電〉:純度91%以上,吉富製薬株式会

社製 (工業規格品)

(2)Phthalthrin:純度85%以上,住友化学工業株

式会社製 (工業規格品)

(3)n-Propylisome:日本樟脳株式会社製

(4)Piperonylbutoxide:高砂香料株式会社製
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2. ェアゾール

製剤の処方は溶剤として精製白灯油 (商品名,Deo ･

tomizol),propellantとして Freonll･12を使い,
この混合割合は30:70とした.供試したaerosolの組

成は次の表-1の通りである.

3. 供 試 昆 虫

当研究室で累代飼育中のイエバエ,Muscadomes-

ticavicinaMacq.,高槻系の羽化後4-5日目の成虫

である.

Ⅰ 実 験方 法

実験は0.5m3卿型装置3)(1968)で行ない.1秒唄寂

し60秒後に30匹のイエバエを放ち,10分間曝露させた.

この間に時間の経過に伴なう致落下仰転率を観察し,

ユ0分後に眺試したイエバエを染めて24時間後の致死率

を観察した.この実験は室温26±loC,湿度60土10%

の条件下で行なった.

実験結果および考察

実験の結果は表-2,および表-3に示した通りであ

ち.

まず致落下仰転効果についてみると,Kikuthrinlti

独の効果は phtllalthrin単独より劣ったが, この

Kikuthrinに 〝-propylisome を加用することによ

り速効性が増強され,phthalthrin単独およびphthaト

thrin+p.butoxideの組成と同等の効力を示 した.

またこの kikutbrinに速効性の強い phthalthrin杏

3:7で混合した組成, さらにこの組成に n-propyl

isomeを加用した組成で速効性を増強させたが,Kiku･

Table1. Insecticideformulationsusedinexperimentalaerosols
AerosolcodeNo. ] Formulation

A

B

C

D

E

F

Kikuthrin0.3%

Kikuthrin0.3%+〟-propylisome1.5%

Kikuthrin0.21形+phthalthrin0.09%

Kikuthrin0.21%十phthalthrin0.09%十かpropylisome1.5%

Phthalthrin0.3%

Phthalthrin0.3%+piperonylbutoxide1.5%

Table2. EvaluationofinsecticidalactivityofaerosolscontainingKikuthrin,Kikuthrin
plusI卜prOpylisomeandothermixturestohouseflies.

Code l A I B IC
Composition

Effects

Kikuthrin Kikuthrin
I卜prOpyliso】

Kikuthrin
pbthalthrin

D I E I F

lnp琵Bk:uft37rsriinnmelphthalthrin Ip,h.tbhualthx霊
KT* 24M++.IKT 24M. KT 24M. 1KT 24M. 1KT 24M. lKT 24M.

Repl. 0.4488 7.013
0.2785 6.994

0.3539 7.013

0.4551 6.090
0.5068 6.090

0.4267 6.503

0.4237 4.269
0.4078 4.479

0.5794 3.886

0.4372 5.044

0.6244 4.269

0.3952 4.750 ……≡ ≡;≡…妻…;………… ≡;……… 跳519619掴619咽655555043532017691朗436332443000000

3.
630727
.
65812
.
469439
.
683 2.867726.66513.015234.19812.219225.2672.259734.451

o･4780 4･4447io･5025 5･7000.'0･3698 4･2112
0.6057 4.6100 4116 6.6138 0.3766 5.7418

4.03' 34.9% l2.58' 94.7% 3.01/ 29.0% 3.19′ 75.9% l2.35' 21.6% 2.38′77.1%

2㌔訂 6…BP.～ lliヲ去8- 1…572-C.L.(95%) 3㌔…5- 22㌔5- L25肯 8;176-
2.45･･-18.2′-
3.70 42.6

1.94.- 65.2.-
2.93 86.4

No.Ofinsects:30heads.Apparatus:0.5m3boxtype.
IKT:Logarithm ofKT-50(min.)
**24M.:Probitofmortalityafter24hrs.
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Table3-1. Varianceanalysisandcomparison
interlevelsonKT-50shownin
Table2

TableofVarianceanalysis:logKT-50

二IFi亘コ三AiI]D･E･Ev･ Fca.

_=:I -I_二 三 一…

Total Io･5.701 41

0.0̀160

0.0084

Testofsignificantdifferenceinterlevels(WSD

method)

A B C D E

Table3-2. Varianceanalysisandcomparison
interlevelsonmortalityshownin
Table2

Tableofvarianceanalysis:Probit24hrs.
Mortality

Factor lS.S.lD.∫.l V.1Fcal

･otal 巨6･7821 41
TestofSignificantdifferenceinterlevels(WSD
method)

A B C . D E

芸 l芸 芸 に 芸 F二芸

wD(0.05)=qnA(0.05)Vi∇訂

-4.26×/6×0.130

=3.7623

91181u●.F

E

thrin+〟-propylisomeあるいは phtllaltbrin,ph･

thalthrin+p.bu●toxideの組成の効力には及ばなかっ

た.

尚一般には phthalthrinの最適共力剤はp.butox･

ideといわれているが.この実験では速効性の増強は

みられなかった.

次に致死効矧 こついてみると,Kikuthrinの単独の

効矧 まphthalthrinrll独より強く.従来の pyreth･

roidsに知られているように速効性はあるが致死力に

欠けるといった欠点はみられず.速効性と致死性の両

方に優れた新しい型の pyrethroidであることが判る.

この Kikuthrinに〃-propylisomeを加用するこ

とにより致死効果はPJ;しく向上し,今回tJも試した他の

組成よりも強 力であった.Kikuthrin+phthaltl一rin

(3:7)の組成では和地は認め られず,Kikuthrin畔

独と同等であった. しかしながらこの Kikuthrin+

phthalthrinの組成に n-propylisomeを加用する

ことで致死力がfn地されており.〟-propylisomeが

致死効果でもKikuthrinの火)J刑として侍れている

ことが判った.phthalthrin+p.butoxideでは速効

性の増強はみられなかったが.致死効卿 こは拙い増故

効果がみられた. しかしこの効力は Kikuthrin+〃-

propylisomeより劣った.

以上の紙知から.KikuthrirLはIll班でも速効性,致

死性柑 こ僚れた効力を1j'すろが, この Kikuthrinに

〟-propylisomeの加川によってphthalthrin叩独お

よび phthalthrin+p.butoxide の組成と関等の速効

性を示し, さらに致死性については phthalthrin+

p.butoxideより独力であろことが判明した.

このように Kikuthrinは aerosol剤の適性に優れ,

糊強剤として 〃-propyljsomeの利用で十分犬用的

効力が期待され和ろ.

放後に本火映に協力をわしまなかった当研究所の謂

氏に感謝する.
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声ummary

Insecticidalactivitiesofaerosolscontaining

Kikuthrinwerecomparedwithastandardaero･

Solcontainingphthaltbrinandpiperonylbutoxide

oncommonhousefliesbyusing0.5m3 boxtype

method.

Theexperimentalresultsareasfollows:Inoil･

basedaerosol,theknock-downeffectofKikuth･

rimcombinedwithn-propylisomewasequalto

thatofthestandardaerosol,moreover,thisfor･

mulationofKikuthrincontainingn-propylisome

showedsuperiorlethaleffecttotheotheraero･

Solstested.

Theseresultsshowthattheaerosolformulation

ofacombinationofKikuthrinandn-propylisl

oneisexpectedtobeveryusefulforpractical

use.

抄

トコジラミから発散する匂い Assembling_and

alertingscentsproducedbytheBedbugCimcx

tccLutan'usL.H.Z.Levinson,AnnaR.Barllan,

ExJ)erJ'enLia27,102(1971).

Marx(1955)は, トコジラミC.teciulariusの城

田形成がこの虫をつぶして生ずる特有の臭いによって

促巡されると報告したが.追試では否定的結果がでて

いる.Schildknechtは放近この虫の発香腺分泌物の

組成を hex-2-en-1-al(70%)とoct-2-en-1-al(30

,%)であるとした.著者等は上記2超の aldehydeと,

山休から発放する匂いに対するトコジラミの唄党的挙

動を湘べた.8枚の円形口約 (垣径2.5cm)の1枚に

匂いを吸rtさせ,それを,宙径20cmの円形口紙の周

辺に等IllliEに'Bき,同性10匹を1組として試験した.

そして各々のロ紙に貼った虫数を経時的に迫った結凪

2手盛のaldehydeには似合しなかった.このことから

匂いの主成分には特別の誘引作用はないようであって.

さらに Butler(1967)のいう.幣紙フェロモンのよう

な作用を示す.即ち,ある氾皮 (空気中1cm2に47FLg)

で上記の aldehydesを施用すると,災まってもすぐ
に分散してしまう.一方雄か雌25匹の匂いの付いたロ

紙には,雌雄ともほぼ同じ割合で災まった.実験開始

後4時間以内で災まる虫数は時間に比例して増加し,

拭く16柑LTqでは一定であった.
トコジラミでは,触覚が主要な感覚であるといわれ,

印光軸Iljがなければ匂いに反応しないし,また災まっ

た虫は,趨触性によって災田を保っている.災まる虫

数と性別は匂いの碓獄と氾皮で決まる.

一般に雌は雄より匂いに敏感で,また自然状頂では

成虫と一緒にいろはずの5令幼虫が匂いにほとんど反

応しない.トコジラミ雄雌1対1の匂いをメタノール

抽出したものは,虫1匹相当虫で雌の14%を誘引する.

しかしこの混合臭はエーテルには不溶である.

以上のような両性を誘引する匂いを著者等は asse･

mblingscentとして区別した. この匂いのもつ特性,
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即ち張合と警報という互に逆の効果は,生態学的に姉

妹深い. (中島修平)

カツオプシムシの脂肪酸エステルに対する嘆兜

Theolfactoryresponsesofgranarybeetlesto･

wardsnaturalandsyntheticfattyacidesters

U.Yinon,A.Shulov,andA.Ikan,I.InsectPlLy･

sl'oL.17,1037(1971).

かソオブシムシの1種 Trogodeymagranarl'umの

分泌するフェロモンは,雌雄共を誘引することから災

合フェロモンであると考えられる.

Trogodeymaから分泌されるフェロモンは同時に.

TriboLiumcastaneum,TenebriomoLitoy,Dermestcs

maculatusに対し,払い忌避効果をもっている.

T.gyanan'umの雌約2万匹を磨砕し,活性部をエ

ーテル抽出した.酸.アルカ.)可溶部を除去し中性油

状物9.359gを得た. 化合物の同定はガスクロマトグ

ラフを用いて行なった.palmitic,stearic,oleic,lint

Oleicacidのmethylあるいは ethylェスチルのRf

と比べたり,あるいは. これらとco-injectionする

ことにより,活性物矧 まmethyloleate,ethylpalm･

itate,ethylstearate,ethyloleate,ethyllinoleate

の混合物であることがわかった.

そこで,これらの飽和あるいは不飽和脂肪恨エステ

ルの同族体を合成し,Tyogodeyma,TyiboLfumcasLa･

neumに対する誘引あるいは忌避効果を湘べた.

災合フェロモンを相成している脂肪酸エステルの

thresholdは,両種共に 10~2- 10~Bmgであった.

生物検定に供した脂肪酸あるいはそれらのエステル

獄には,種あるいは性に対する特異性が見られない.

供試化合物の82%はTrogoderma(両性)に対し溺ijl
性を示したし,Triboliumに対し忌避性を示した. こ

れらの化合物のうち, どれ一つとして,それl'J身.

TyiboIEumに対し誘引性を,Trogodeymaに対し忌避

性を示したものはなかった. (北村火彬)


